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研究成果の概要（和文）：歯周組織欠損モデルを作製し、自家骨、β-TCP、異種骨を各欠損に補填した。そして
再生した歯周組織に歯周炎を惹起させ、組織破壊に使用した骨補填材による差があるかどうかを評価する実験を
行なった。
組織学的には、β-TCP群で異種骨群や自家骨群よりも大きい骨吸収が認めた。また異種骨群では骨頂部で疎な骨
形成を認めた。β-TCP群で異種骨群や自家骨群よりも大きい骨吸収が認めた。組織形態計測では実験的に惹起し
た歯周炎による組織破壊は材料による違いは少ないことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Autologous bone, β-TCP and anorganic  bovine bone mineral(ABBM) were filled
 in periodontal defect in dogs. Then, periodontal breakdown was induced by applying silk ligatures 
around the regenerated site, to evaluate whether there is a difference due to the bone grafts. 
Histologically, a large resorption of newly formed bone were observed in the β-TCP group. Sparse 
bone formation was observed in the ABBM group.
Histomorphometric results suggested that there was little difference due to the bone grafts.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
一般的に骨補填材などの人工材料は感染に弱いとされているが、骨補填材を使用した部位に対する感染・炎症の
影響を報告した研究はない。これからの健康長寿社会において、再生した歯周組織をいかに持続させるかが、
QoLを維持して社会活動を行う上で重要となってくる。高齢者では全身状態の悪化により口腔衛生環境も悪化
し、歯周炎が再発するリスクがある。そのため、再生した組織に炎症が起きた場合の組織学的結果を示した本研
究成果は骨補填材を選択する上で意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 
歯周疾患により失われた歯周組織の再生を目指し、様々な方法・手技が研究されている。再

生の足場として多くの骨補填材が開発されており、現在広く臨床で使用されている。 
一般的に骨補填材などの人工材料は感染に弱いとされているが、骨補填材使用した部位に対す
る感染の影響を報告した研究はない。高齢者は全身状態の悪化に伴い、口腔衛生環境も悪化し
歯周炎が再発する可能性がある。そのため歯周組織再生療法により修復・再生した組織に炎症
が生じた場合に、どのような変化があるのかを知ることは有用である。このことを調べた報告
はなく、再生させた歯周組織に歯周炎を惹起させるモデルは存在しない。そこで既存の歯周組
織欠損モデルに結紮糸誘導歯周炎モデルを応用することで、使用した骨補填材によって炎症の
波及に違いがあるかを明らかにしたいと考えた。 
 
２．研究の目的 

 
イヌ歯周組織欠損モテデルを作製し、自家骨、異種骨(Anorganic bovine bone mineral)、人

工骨(β-TCP)を補填、治癒を待った後に結紮糸誘導歯周炎を起こす。一定期間後に糸を除去し、
急性炎症が消失した後に標本採取、組織学的に評価することで、それぞれの炎症の波及の違い
を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
手術 12週前に 6頭のイヌ下顎両側第 3前臼歯(P3)を抜歯し欠損作製スペースを設けた。そし

て第2前臼歯(P2)遠心と第4前臼歯(P4)近心の4部位中3部位に3壁性歯周組織欠損を作製し、
(1)自家骨顆粒 (2)異種骨(無機ウシ骨基質) (3)人工骨(顆粒型β-TCP)を補填、残る 1部位は 4
欠損未作製群(対照群)とし、4 群を無作為にわけて補填し縫合閉鎖した。術後 12 週の時点で、
対象歯の歯肉溝に3-0絹糸を挿入し、歯周炎を誘発させた(ligature-induced periodontitis)。
挿入後 4週の時点で絹糸を除去し、急性炎症が消退する 2週間後に安楽殺・標本ブロックの採
取を行った。 
 

          <欠損作製時>              <骨補填材補填時>        <実験的歯周炎誘発> 
 
 
 
 
 
 
 
 
そして標本を microCT 撮影し骨構造の解析を行い、組織切片を作製し組織学的評価を行った。 
 
４．研究成果 
microCT を用いた解析では、異種骨、自家骨では人工骨よりも統計学的に有意に高い骨量を

認めた。 
 
評価項目 自家骨群 異種骨群 人工骨群 
骨量 (mm3) 3.84 ± 1.74* 4.36 ± 2.31* 0.79 ± 0.47 

(P < 0.05) 
組織学的的評価では、自家骨群では既存骨と同程度に成熟した新生骨を認めた。異種骨群では
顆粒の残存を多く認めると共に、幼若な骨を認めた。また欠損歯冠側の顆粒に結合組織に被包
化されている顆粒を認めた。人工骨群では大部分の顆粒は吸収され、幼若な新生骨に置換され
ていた。 

自家骨群       異種骨群        人工骨群 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
また組織形態計測の結果からは、新生骨高さ、新生セメント質高さ、新生結合組織性付着高さ
に置いて 3群間に統計学的に有意な差を認めなかった。 
 
評価項目 自家骨群 異種骨群 人工骨群 
新生骨 (mm) 1.88 ± 0.17 2.17 ± 0.64 1.51 ± 0.49 
新生セメント質 (mm) 3.27 ± 0.18 2.88 ± 0.69 2.72 ± 0.51 
新生結合組織 (mm) 4.51 ± 0.16 2.88 ± 0.69 2.93 ± 0.53 
 
 
以上より本研究で用いた 3 種の骨移植材料においては、人工骨群で異種骨や自家骨よりも大き
い骨吸収が認められたが、組織学的には実験的に惹起した歯周炎による組織破壊は材料による
違いは少ないことが示唆された。  
本研究結果は、歯周組織再生療法における骨補填材の選択に新たな基準を示すことが期待され
る。また今後は、歯周組織とは違い、直接骨に炎症が波及し拡大するインプラント周囲炎にお
いて、使用した骨補填材がどのような影響を受けるかも明らかにしていきたい。 
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